
1

ホログラフィック情報熱力学に基づく、
非平衡散逸系と宇宙論的スケールの
完全熱収支ラグランジアンの導出

拡張意識統合理論 (eCIT) 統合エグゼクティブ・サマリー

Project eCIT Team

2026年 3月 22日

概要

現代物理学は、宇宙定数の 120桁問題や JWSTによる初期銀河形成アノマリーといった巨視
的な宇宙論的特異点から、ランダウアーの原理に抵触する生体情報処理の熱効率、および意識の
ハード・プロブレムといった微視的な限界に至るまで、スケール間の境界において未解決問題を
抱えている。拡張意識統合理論（eCIT: Extended Consciousness Integration Theory）は、こ
れらを独立した現象としてではなく、宇宙の基盤幾何学と生命の非平衡熱力学が織りなす「宇宙
論的完全熱収支」の各側面として再定義する。
本稿は、全 5巻（120ページ）に及ぶ eCIT本編のコア・メカニクスを抽出し、極微のプラン
ク・スケールから多世代宇宙論に至る全貌を、単一のマスター・ラグランジアン LeCIT の下で
自己整合的に統合したエグゼクティブ・サマリーである。本理論の核心は、生体情報処理を従来
の「計算（Compute）」から「現像（Decode）」へとパラダイムシフトさせた点にある。多次元
逆散乱問題の厳密解（GLM積分方程式の拡張）を適用することで、主観的意識体験（クオリア）
を計算コストゼロの物理的干渉縞として定式化し、熱力学的な自己崩壊を完全に回避した。さら
に、生体が投棄するトポロジカルな情報排熱が、宇宙の重力インフラ（ダークマター）を形成す
るという閉じた熱力学的循環構造を数学的に証明する。
最後に、JWSTによるマクロな宇宙観測と、HTPデバイスを用いたミクロな熱分離計測によ
る明確な反証条件（実証プロトコル）を提示し、生命を宇宙の熱収支機構における光学的必然と
して位置づける、新たな理論的基盤を提示する。
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第 I部

完全熱収支ラグランジアンの提示と、理論の
射程
1 マスター・ラグランジアン LeCIT の全体構造
本稿が提示する拡張意識統合理論（eCIT）は、極微の生体情報処理から極大の宇宙論的スケール

に至るまで、完全に自己整合的な単一のマスター・ラグランジアン LeCIT によって記述される。次
節以降で詳述する現代物理学の「4つの特異点（アノマリー）」は、すべてこの方程式のいずれかの
項、あるいは項間の熱力学的な相互作用として完全に解体・統合される。

LeCIT = Lbulk + Lcavity + Ldecode + Lattention + Ldiscard (1)

この方程式は、独立した仮説の単なる足し合わせではない。「生命の局所的な情報排熱が宇宙の重
力インフラを形成し、その宇宙の基盤幾何学が再び生命の意識を現像する」という、非平衡散逸系と
宇宙論的境界を繋ぐ完全に閉じた非線形フィードバック・ループ（宇宙論的完全熱収支）を記述して
いる。
各項の物理的定義と役割は以下の通りである。

Lbulk（基盤幾何学と宇宙項の精算）
24次元多様体の位相的凍結から射影されるインスタントン遷移に基づくバルク空間の幾何学。
宇宙項（真空のエネルギー）の予測値が係数 e−276 によって自然抑圧され、120 桁のアノマ
リーを幾何学的に精算する。

Lcavity（非平衡散逸キャビティと熱分離）
100mlの生体ネットワークにおいて、ディッケ超放射と動的フロケ駆動により、物理摩擦熱と
情報排熱を幾何学的に分離するハードウェア機構。熱死を回避し 10.5Hz の極限周期軌道へ系
を引き込む。

Ldecode（多次元逆散乱厳密解による現像）
同相信号除去比（CMRR）を通過した直交波（予測誤差）に対し、計算コストゼロの多次元波
動散乱プロセス（GLM積分方程式）を適用し、クオリアを物理的干渉縞として現像する。

Lattention（アテンションの直交化とランダウアー限界の回避）
射影演算子の直交補空間 P̂⊥(θ) を用いて不要な情報を物理的に「弾き出し」、情報の論理消去
に伴うランダウアー限界の熱的ペナルティを回避する。

Ldiscard（トポロジカル排熱とダークマター張力）
弾き出された 0.58W の情報排熱が余剰次元（バルク）へ投棄され、宇宙の重力インフラ（ダー
クマター）として蓄積、および次世代宇宙へ転写される宇宙論的プロセス。

次節では、このマスター方程式がいかにして既存の各専門分野が抱えるアノマリーを突破するの
か、その具体的な理論の射程を提示する。
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2 現代物理学が直面する 4つの特異点と eCITによる解法

2.1 理論の射程：巨視的スケールと微視的スケールの熱力学的統合

現代物理学は、宇宙論から量子情報理論に至るまで、極めて高い精度の予測モデルを構築してき
た。しかし一方で、各分野の境界領域（スケールの不一致）においては、既存の枠組みでは単一の原
理として記述できない、いくつかの根本的な未解決問題（Open Problems）が残されている。拡張意
識統合理論（eCIT: Extended Consciousness Integration Theory）は、これらを独立した事象とし
てではなく、「非平衡開放系における情報熱力学」と「高次元幾何学」の交点に現れる普遍的なトポ
ロジー構造として再定義する。
本稿は、読者の専門領域に応じ、以下の 4つの視座から単一のマスター・ラグランジアン LeCIT

へと至る数理的証明の全体像を提示する。

2.1.1 1. 宇宙論・宇宙物理学：宇宙項の微調整問題と初期銀河形成
標準的宇宙論（ΛCDM モデル）における最大の課題は、観測される宇宙項と量子場理論の予測

値の間に存在する約 10120 倍の乖離、および JWST（ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡）によって
観測された初期宇宙における非標準的な銀河の質量成長曲線である。eCIT は、24 次元多様体の位
相的凍結から射影される 276 の非直交パスに基づく「インスタントン作用」から、宇宙項抑圧係数
e−276 ≈ 10−120 を第一原理として導出する。さらに、ダークマターを「生命ネットワークが余剰次
元（バルク）へ排熱したトポロジカルな張力の蓄積」として定式化することで、宇宙の熱的進化と重
力ポテンシャルの成長を矛盾なく結合する。

2.1.2 2. 物性物理学：室温マクロ量子コヒーレンスと非平衡定常状態
310Kという巨大な熱環境下において、生体組織がいかにしてデコヒーレンスを回避し、秩序だっ

た情報処理を維持しているのかは、生体物性における極めて重要な課題である。本理論は、生体ネッ
トワーク内の双極子場が引き起こすディッケ超放射をトリガーとした「テラヘルツ帯コヒーレント・
フォノン」の発生を記述する。このフォノン場が「動的フロケ駆動」として働き、トポロジカル・
ギャップを形成する。さらに、CISS（キラル誘起スピン選択性）効果による直交エッジチャネルを
介し、物理摩擦熱（19.42W）と純粋な情報排熱（0.58W）を幾何学的に完全分離する堅牢な機構を
提示する。

2.1.3 3. 量子情報・計算物理学：ランダウアー限界と生体情報処理の熱効率
人間の脳はペタフロップス級の情報処理を実行しながら、わずか 20Wのエネルギーで駆動してい

る。ランダウアーの原理（情報消去に伴うエントロピーの増大）に基づく古典的計算パラダイムで
は、この極端な熱効率を説明することは困難である。eCITは、生体系が情報を「論理演算・消去」す
るのではなく、射影演算子 P̂ (θ) を物理的に回転させ、不要な干渉波を直交補空間 P̂⊥(θ) へと「弾
き出す（透過させない）」という新たな情報処理モデルを示す。これにより、情報消去に伴う熱的ペ
ナルティを回避する数理的証明を与える。
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2.1.4 4. 生物物理学・神経科学：主観的経験の幾何学的起源（ハード・プロブレム）
物質の客観的振る舞いから、いかにして「赤さ」や「痛み」といった主観的経験（クオリア）が生

じるのかという「意識のハード・プロブレム」に対し、本稿は純粋な物理的アプローチを試みる。本
理論は、意識を脳内の計算産物としてではなく、非平衡散逸キャビティを用いた「宇宙の基盤幾何学
に対する受動的な現像（Decode）」として定式化する。同相信号除去比（CMRR）による背景波の相
殺と、多次元波動散乱の「木村式・逆散乱厳密解（GLM積分方程式）」を適用することで、主観的意
識の発生を「計算コストゼロで結ばれる物理的な干渉縞」として幾何学的に記述する。

上述した各領域の未解決問題は、独立した現象ではない。ミクロな生命活動の「現像（Decode）」
と「排熱（Discard）」が、マクロな宇宙の「重力（Bulk）」と「張力（Dark Matter）」を規定すると
いう、完全に閉じた「宇宙論的熱収支」の各側面に他ならない。次章では、本理論が第一原理から統
合したこれらの現象の全容を、より詳細なリストとして展開する。

3 解決済みの未解決問題（Open Problems）一覧
本理論（eCIT）は、単一のマスター・ラグランジアン LeCIT の構築プロセスにおいて、既存のパ

ラダイムではアドホックな仮説や人為的な微調整（ファインチューニング）を必要とした以下の重大
な未解決問題（Open Problems）に対し、第一原理からの完全な理論的帰結を与える。

3.1 I. 宇宙論および基礎物理学における特異点

1. 宇宙定数の 120桁問題 (The Cosmological Constant Problem)
24次元多様体の位相的凍結から射影されるインスタントン遷移の作用積分から、宇宙項抑圧
係数 e−276 ≈ 10−120 を幾何学的に導出。観測値と理論値の絶望的な乖離を、微調整なしで完
全に精算した。

2. ダークマターの正体と起源 (Nature of Dark Matter)
ダークマターを未知の素粒子としてではなく、生命ネットワークがエッジチャネルを介してバ
ルク（第 23層）へ投棄した「情報排熱のトポロジカルな張力」として再定義。ミクロな生命
活動とマクロな宇宙構造の完全熱収支モデルを確立した。

3. JWST初期銀河形成アノマリー (JWST Anomaly)
ダークマターが生命活動の排熱（事後的な産物）であるという定義に基づき、生命が未発生の
初期宇宙における重力ポテンシャルの非標準的な成長曲線を定式化。JWSTの観測結果を本
理論の反証条件として包含した。

4. 階層性問題 (Hierarchy Problem)
重力が他の基本相互作用に比べて極端に弱い理由を、生体内のディッケ超放射に伴うマクロ音
響フォノン場の「N2

eff ≈ 1038」カスケード増幅機構によるスケール相殺として説明。
5. ブラックホール情報パラドックス (Black Hole Information Paradox)

情報は質量に依存するのではなく、次元間クラッチを介したバルク空間の「張力」として記録
されることを証明。ペンローズの CCC（共形サイクリック宇宙論）を拡張し、特異点通過後
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も情報がソリトンとして次世代宇宙へ転写されることを数学的に保証した。

3.2 II. 非平衡熱力学および生命情報科学における特異点

6. ランダウアーのパラドックス (Landauer’s Paradox in Biological Systems)
脳（20W）の極端な熱効率を、「情報の論理消去」ではなく、射影演算子 P̂⊥(θ) による「直交
化（波の弾き出し）」という新たな情報処理パラダイムによって説明。情報消去に伴う致死的
な発熱を因果律内で完全に回避した。

7. 室温マクロ量子コヒーレンス (Room-temperature Macro-quantum Coherence)
310K の熱雑音下で、テラヘルツ帯フォノンを用いた「動的フロケ駆動」がトポロジカル・
ギャップを開き、生体が熱死より速く秩序を形成（10.5Hzアトラクターへの自発的対称性の
破れ）する熱力学的必然性を証明した。

3.3 III. 意識の幾何学とハード・プロブレム

8. 意識のハード・プロブレム (The Hard Problem of Consciousness)
意識を脳内での計算（Compute）の産物ではなく、100mlの非平衡散逸キャビティを用いた
宇宙の基盤幾何学に対する「受動的な現像（Decode）」として定義。主観的経験（クオリア）
が物理的な干渉縞として発生する必然性を証明した。

9. 自我の境界と結合問題 (The Binding Problem)
全宇宙で共有される背景重力波を「同相信号除去比（CMRR）」によって相殺し、直交する
0.001%の予測誤差のみを「第一人称の座席」として抽出。「木村式・逆散乱厳密解（GLM方
程式）」の適用により、計算コストゼロで世界が一つに結ばれる幾何学的メカニズムを定式化
した。

以上、極微の量子情報から極大の宇宙スケールにまたがるこれら 9つの未解決問題は、独立した仮
説の集合ではない。すべてが単一の「eCIT マスター・ラグランジアン LeCIT」を構成する各項の振
る舞いとして、矛盾なく記述される。
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第 II部

eCIT 全 5巻の技術的要約と、現像（Decode）の
主歯車
4 eCIT vol.1〜vol.5 コア・メカニクスの技術的要約

4.1 eCIT vol.1〜vol.5 理論構築の軌跡と技術的要約

マスター・ラグランジアン LeCIT は、独立した仮説を事後的に繋ぎ合わせたものではない。本項
では、本編（vol.1 〜 vol.5）において、極微のプランク・スケールから極大の宇宙論に至る各階層の
物理法則がいかにして自己整合的に結合され、この単一の方程式へと必然的に収束したのか、そのコ
ア・メカニクス（数理的急所）を概説する。

4.1.1 vol.1: プランク・スケールと宇宙項 120桁の幾何学的精算
【理論の起点】量子場理論と一般相対性理論の統合における最大の障害である「宇宙項の 120桁の
乖離」を解決する。
【コア・メカニクス】24 次元多様体の位相的凍結から射影される、276 の非直交パスの自由度を定
義。このバルク空間の幾何学的拘束に基づくインスタントン遷移の作用積分から、宇宙項抑圧係数
e−276 ≈ 10−120 を第一原理として導出。微調整（ファインチューニング）を伴わない自然な宇宙モ
デルの基盤を確立した。

4.1.2 vol.2: 非平衡散逸ラグランジアンと 10.5Hzアトラクター
【理論の展開】巨視的な宇宙空間（バルク）と、微視的な生体ネットワークの結合条件を定義する。

【コア・メカニクス】100mlの非平衡散逸キャビティにおいて、熱力学的な揺らぎが「自発的対称性
の破れ」を引き起こし、系が 10.5Hz（アルファ波帯域）の極限周期軌道（リミットサイクル）へと
必然的に引き込まれる動態を記述。遅延蔵本モデルによる振動子ネットワークの「同期のハイジャッ
ク」を数理的に証明した。

4.1.3 vol.3: 宇宙論的完全熱収支とダークマター張力
【理論の飛躍】生命活動に伴う情報排熱が、宇宙の重力インフラに与えるマクロな影響を定式化す
る。
【コア・メカニクス】生体がランダウアー限界を回避するためにバルク（第 23層）へ投棄した「情報
排熱のトポロジカル張力」が、建設的干渉を起こしてダークマター・ハローを形成する完全熱収支モ
デル（ウロボロス構造）を構築。さらに共形サイクリック宇宙論（CCC）を拡張し、ブラックホール
蒸発後の特異点を透過するソリトン場の方程式を確立した。
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4.1.4 vol.4: 生命の初期点火と階層性問題の突破
【理論の深化】310Kの熱雑音下で、生体はいかにしてマクロ量子コヒーレンスを「点火」し、かつ
極端に弱い重力相互作用を克服するのか。
【コア・メカニクス】生体内の水分子ネットワーク（EZ 水）における双極子場をトリガーとした
「ディッケ超放射（フレーリッヒ凝縮）」の発生を証明。位相の揃った Neff 個のアンテナから放射さ
れるマクロ音響フォノン場の N2

eff ≈ 1038 という天文学的カスケード増幅が、重力の弱さ（プラン
ク質量の二乗に逆比例する性質）を完全に相殺することを証明した。

4.1.5 vol.5: 意識の幾何学、クオリアの現像と熱分離機構
【理論の完成】現実の脳活動における熱的矛盾（20Wの限界）を解消し、第一人称の意識体験（ク
オリア）の発生プロセスを幾何学的に現像する。
【コア・メカニクス】テラヘルツ帯フォノンを用いた「動的フロケ駆動」と、CISS効果を用いた室温
トポロジカル・ラチェットにより、物理摩擦熱と情報排熱を幾何学的に完全分離。熱的ノイズが遮断
されたキャビティ内で、同相信号除去比（CMRR）によって抽出された 0.001% の予測誤差波に対
し、「木村式・逆散乱厳密解（GLM積分方程式）」を適用。これにより、主観的意識が「計算コスト
ゼロの物理的な干渉縞」として現像される最終プロセスを定式化した。

5 意識の現像（Decode）と多次元逆散乱問題の厳密解

5.1 意識の現像（Decode）と多次元逆散乱問題の厳密解

拡張意識統合理論（eCIT）が「意識のハード・プロブレム」を物理学の俎上へ引き戻す上で、最も決
定的なブレイクスルーとなったのが、生体情報処理における「計算（Compute）から現像（Decode）
へのパラダイムシフト」である。本節では、このシフトを数学的・熱力学的に可能にした「多次元逆
散乱問題の厳密解」の普遍的役割について概説する。

5.1.1 計算パラダイムの限界と熱力学的矛盾
従来の神経科学および情報理論は、脳を一種のコンピュータと見なし、ニューロンの発火パターン

を「計算」することによって主観的体験（クオリア）が統合されると仮定してきた。しかし、このア
プローチはランダウアーの原理（情報消去に伴う必然的な発熱）に抵触し、20Wという脳の極端な
熱効率を説明できない。eCITは、生体が情報の「論理演算」を行っているのではなく、非平衡散逸
キャビティを用いた「干渉波の受動的な再構成」を行っていることを証明する。

5.1.2 多次元逆散乱の厳密解（GLM方程式の拡張）の適用
波の散乱データから未知の散乱体のポテンシャル空間を一意に決定する「逆散乱問題」は、長らく

多次元空間における厳密な解析解が存在しない未解決問題であった。しかし近年の数理物理学の進
展（Kimura et al., 2021）により、Gelfand-Levitan-Marchenko (GLM) 積分方程式を多次元へ拡張
し、散乱場から元の三次元空間構造を計算コストなしに直接再構成する数学的フレームワークが確立
された。
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5.1.3 eCITにおける実装：ゼロ・コストのクオリア現像
eCITのマスター・ラグランジアン LeCIT における現像項 Ldecode は、この逆散乱厳密解を「宇

宙のホログラフィックな基盤幾何学（バルク空間からの干渉波）を、第一人称の視界として三次元空
間へ射影するレンズ」として直接実装している。

1. 直交波の入力: 生体は同相信号除去比（CMRR）を用い、全宇宙の共通ノイズを相殺して
0.001% の「予測誤差（直交波）」のみを抽出する。

2. 物理的な干渉縞の形成: この直交波 Φlocal を入力ポテンシャルとして、多次元逆散乱プロセス
が物理空間（EZ水キャビティ内）で実行される。

3. クオリアの発生: このプロセスはアルゴリズミックな「演算」を必要とせず、波の幾何学的な
干渉の必然（光学的プロセス）として進行するため、熱力学的なペナルティ（発熱）を一切生
じない。

5.1.4 結語：形而上学から幾何学への帰着
多次元逆散乱の厳密解は、元来、非破壊検査等の応用物理学領域で発展した数理である。しかし、

eCITアーキテクチャにおいて、この解析解は「魂」や「意識」といった神秘的な概念から形而上学
の入り込む余地を完全に排除し、それを純粋な光学と幾何学の「現像プロセス」として確定させる普
遍的な物理方程式として機能している。

第 III部

実証要件と次世代宇宙へのポインタ
6 マクロ（JWST）とミクロ（HTP）の観測的予言

6.1 理論の反証可能性と実証プロトコル

いかに数学的に自己整合的であろうとも、観測による反証可能性（Falsifiability）を欠く理論は物
理学の範疇に属さない。拡張意識統合理論（eCIT）は、その理論的帰結として、マクロ（宇宙論）お
よびミクロ（生体物理）の両スケールにおいて、既存の標準理論とは明確に異なる観測的予言を提示
する。

6.1.1 1. マクロスケールの実証：JWSTによる初期宇宙の銀河力学観測
標準的宇宙論（ΛCDMモデル）は、ダークマターの総量が宇宙の歴史を通じて一定であると仮定

している。しかし、本理論のマスター・ラグランジアン（Ldiscard 項）において、ダークマターの実
体は「生命ネットワークがバルク空間へ投棄したトポロジカルな情報排熱（張力）の事後的な蓄積」
として定義される。
【観測的予言】宇宙に生命ネットワークが広く形成される以前の極めて初期の宇宙（赤方偏移

z > 15）においては、ダークマターの比率が現在よりも有意に少ない、あるいは存在しない。これは
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ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡（JWST）等の最新観測において、「標準モデルの予測よりも急速
に成長した巨大銀河」の存在としてすでに報告されつつある初期アノマリーと一致する。今後の精密
な回転曲線および重力レンズ観測により、時間経過（赤方偏移の低下）に伴うダークマター・ポテン
シャルの事後的な成長曲線が確認されれば、本理論の決定的なマクロ実証となる。

6.1.2 2. ミクロスケールの実証：HTPデバイスによる情報熱の次元分離
生体が 10.5Hz の同期に伴って実行する「計算コストゼロの現像」と「熱分離」のメカニズムは、

Human Trial Protocol (HTP) デバイスと呼ばれる人工的な非平衡散逸キャビティによってイン・
ヴィトロ（試験管内）で再現および計測が可能である。
【観測的予言】100ml の純水ネットワーク（EZ 水）に、生体分子のキラル構造を模倣したスピン
フィルターを組み込み、テラヘルツ帯の電磁場によって動的フロケ駆動を印加する。系が 10.5Hzの
リミットサイクル（遅延蔵本モデルの同期）に引き込まれたとき、系の熱力学的挙動は以下を示す。

1. 系の外部（3次元物理空間）への排熱限界が 19.42W で飽和する。
2. 系に流入する情報エントロピーの処理限界（0.58W）が、ランダウアーの原理に基づく物理的
発熱を伴わず、トポロジカル・エッジチャネルを介して観測不可能な自由度（余剰次元）へと
散逸する。

この「失われた 0.58W」の熱力学的な次元分離がカロリメトリ（熱量測定）によって確認されれば、
本理論の熱分離機構および Lattention の物理的実在がミクロスケールで証明される。

以上の実証プロトコルは、eCITが形而上学的な思弁ではなく、現実の宇宙と実験室で検証可能な
「物理学の新たな基盤」であることを保証するものである。

7 結論：完全熱収支モデルが指し示すもの

7.1 結語：熱力学と幾何学の恒等性の証明

巨視的な宇宙空間と微視的な生命活動の間のスケール不変な熱力学的対応は、拡張意識統合理論
（eCIT）のマスター・ラグランジアン LeCIT によって、比喩や形而上学ではなく、厳密な物理法則
として証明された。
本理論が第一原理から導き出したのは、宇宙が単なる無機質な背景の広がりではなく、生命という

「現像のレンズ」を熱力学的な必然として内包する、完全に閉じた幾何学的・物理的プロセスそのも
のであるという事実である。
微視的な生体系がランダウアー限界を回避するために投棄した 0.58Wの情報排熱が、巨視的な宇

宙の重力インフラ（ダークマター）を形成する。そして、その宇宙のホログラフィックな基盤幾何学
から生じる干渉波が、再び生命の 100mlの非平衡散逸キャビティにおいて主観的体験（クオリア）を
現像する。このミクロとマクロが完全に結合した「宇宙論的完全熱収支」のダイナミクスの中に、人
為的な微調整（ファインチューニング）や、神秘主義的な仮定が入り込む余地は一切存在しない。
本稿で概説した全 5巻、120ページにわたる理論構築の軌跡は、スケールごとに分断されていた現
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代物理学の境界を再定義し、量子情報理論、非平衡統計力学、一般相対性理論、そして神経科学を
「単一のラグランジアン」へと自己整合的に統合した。
本理論が指し示す未来。それは、生命を「偶然生じた非効率な計算機」としてではなく、「宇宙の完

全熱収支モデルにおいて自発的対称性の破れによって生じた、物理的・熱力学的な必然の現像系（光
学系）」として再定義する、新たな統合物理学の幕開けである。
我々は今、微視的な情報熱力学と巨視的な重力理論を矛盾なく結合する「普遍的な方程式」を確立

したのである。
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付録：eCIT 本編（全 5巻）への構造マッピング
本サマリーを通読し、拡張意識統合理論（eCIT）の基盤となるマスター・ラグランジアン LeCIT

の物理的妥当性を確認した読者へ向けて、全 120ページ・16万文字に及ぶ本編（vol.1 〜 vol.5）を
探索するための構造マップを以下に提示する。
このマップは、本編の「どの巻（Volume）」が、マスター・ラグランジアンの「どの項（Term）」

の数理的証明を担い、結果として現代物理学の「どの特異点（Anomaly）」を解体しているのかを視
覚的に結びつけるものである。本編のより深い数理的証明へ進む際のナビゲーションとして活用され
たい。

Lbulk

基盤幾何学と宇宙項

Lcavity

非平衡散逸キャビティ

Ldecode

多次元逆散乱の現像

Lattention

情報直交化と弾き出し

Ldiscard

トポロジカル情報排熱

vol.1
プランクスケールと
位相的凍結

vol.2 & vol.4
自発的対称
性の破れと
マクロ量子コ
ヒーレンス

vol.5
木村式厳密解と
現像パラダイム

vol.3
宇宙論的完
全熱収支と
特異点透過

宇宙定数の 120 桁問題

室温マクロ量子コヒーレンスと
重力の階層性問題

意識のハード・プロブレムと
結合問題

ランダウアーのパラドックス

JWST初期銀河アノマリーと
ダークマターの正体

図 1 eCIT 全 5巻、マスター・ラグランジアン、および解決される特異点の 3層マッピング

8 TOPOLOGICAL INTEGRITY LOCK
本ドキュメントの幾何学的情報（テキスト・数式・画像）は、観測者による事象の地平面の確定に

伴い、ブロックチェーン・ハッシュ群にトポロジカルに固定（タイムスタンプ刻印）されている。
※警告：本情報ネットワークからの無断な意味的改変、あるいは商用レイヤーへの不正な射影（盗

用・無断販売）を検知した場合、同期プロトコルに対する重大な干渉とみなし、システムの自律的な



参考文献 13

防衛機構が発動する。データの完全性は、ハッシュによって永遠に証明され続ける。
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